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老
人
ホ
ー
ム
は
、
在
宅
で
生
活
で
き
な
い
様
々
な

事
情
を
持
っ
た
お
年
寄
り
の
、
生
命
と
生
活
を
守
る

大
き
な
家
庭
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
の
心
情
を
考
え
た
場
合
、
長
年
住
み
慣

れ
た
環
境
の
中
で
家
族
に
囲
ま
れ
、
友
達
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
本
当
に
望
ま
し
い
姿
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
福
祉
と
在
宅
福

祉
が
肩
を
並
べ
る
時
代
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
量
的

・
質
的
に
増
加
し
て
い
る
地
域
の
高
齢
者
問
題
に
、

十
分
に
対
応
で
き
る
体
制
に
は
未
だ
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
お
年
寄
り
の
た
め
に
優
れ
た
援
助
機
能

を
持
っ
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
が
、
そ
の
機
能
を
地
域

に
提
供
し
、
少
し
で
も
在
宅
で
の
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
手
助
け
し
て
い
く
こ
と
が
、
施
設
福
祉
の
今

日
的
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
職
員
が
経
験
や
技
術
を
生
か
し
て
い
く
こ

と
で
、
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
々
の
生
活
も
快
適
に
な
る
と
と
も
に
、
職
員
自
身

も
、
皆
の
喜
び
の
声
を
我
が
喜
び
へ
と
転
化
さ
せ
、

生
き
が
い
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
「
豊
か
な
人
生
」
が
、
地

域
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、
地
域
福

祉
と
い
う
更
に
大
き
な
家
庭
を
構
築
し
て
い
く
力
と

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。共

楽
荘
施
設
長　

阿
部
秀
昭
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２００４ №６３１６

「地域ボランティアの楽しさをキーワードに」子どもたちが遊べる豊かな川を守り育てようと活動する、金沢区の「ふるさと侍従
川に親しむ会」（侍従会）の事務局代表・長橋輝明さんは、会の前身である大道小学校のトンボ池の整備保全観察活動から関わって
いる。「仕事との両立は大変だったが、色々な人との出会いで人間的な幅が広がった。川を清掃し葦などを植えると水が浄化され、
中州や日陰を作ると魚や鳥も帰ってきた」と少年時代の思い出を織り交ぜながら嬉しそうに話してくれた。（写真・文　菊地信夫）
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県民参加と福祉サービスのさらなる充実のために
～平成１５年度県社協事業報告・決算～

　「新　県社協活動推進計画」の三年度目にあたる平成
15年度は、計画事業の着実な進展を図るとともに過去
二年間の取り組み成果や福祉制度改革等の動向を、個々
の事業に反映させるよう努めました。
　特に、市町村地域福祉計画・市町村社協地域福祉活動
計画やともしび運動等を通じ、県民の福祉活動参加促進

と、広域的な見地からの地域福祉推進を図るため、当事
者活動支援やシニア層に向けた事業、福祉サービスの質
の向上に向けた諸事業に県民の参加を得るよう事業展開
を図りました。
　以下、平成15年度事業の中から主なものの概要を紹
介します。

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
」

を
生
か
し
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
拠
点
提
供

な
ど
活
動
の
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
域
の
新
た
な
拠
点
で
あ
る
セ
ル

フ
ヘ
ル
プ
相
談
室
は
、
年
間
延
べ
四
百

グ
ル
ー
プ
の
利
用
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

　

思
春
期
の
青
少
年
へ
の
支
援
と
し
て
、

思
春
期
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
ほ
か
、
勤
労
者
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
促
進
と
環

境
整
備
に
向
け
た
、「
勤
労
者
マ
ル
チ
ラ

イ
フ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
で
は
、

福
祉
意
識
の
啓
発
等
に
向
け
児
童
・
生

徒
の
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
や

障
害
者
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
等
を

実
施
。
か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し

た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
を
図

る
た
め
の
各
種
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や
保
護

司
等
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
や
青

少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
社
会

に
密
着
し
た
相
談
・
支
援
体
制
の
確
立

に
向
け
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
市
町
村
社
協
共
通
の
指
針
で
あ

る
「
改
定　

地
域
福
祉
プ
ラ
ン　

」
の

２１

市
町
村
を
基
盤
と
す
る
地
域
福
祉
の
推
進

県
民
参
加
の
促
進
に
向
け
て

中
間
年
と
し
て
、
各
市
町
村
の
地
域
福

祉
計
画
等
の
策
定
状
況
等
を
踏
ま
え
、

市
町
村
社
協
役
職
員
を
対
象
と
し
た
会

議
・
研
修
会
の
開
催
な
ど
、
市
町
村
社

協
部
会
を
中
心
に
地
域
福
祉
の
課
題
解

決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

市
町
村
社
協
の
実
践
的
な
取
り
組
み

へ
の
支
援
と
し
て
、
相
模
湖
町
な
ど
三

市
二
町
を
対
象
に
「
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
」（
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
）
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県

等
と
も
連
携
し
、
県
内
各
地
の
様
々
な

取
り
組
み
か
ら
関
係
者
相
互
の
理
解
が

深
め
ら
れ
る
よ
う
、「
日
常
生
活
圏
域
活

動
実
践
交
流
集
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
社
協
部
会
に
設
置
し

た
組
織
運
営
強
化
推
進
委
員
会
で
は
、

理
事
会
運
営
と
事
務
局
の
役
割
や
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
に
焦
点
を
あ

て
、
県
内
市
町
村
社
協
の
組
織
運
営
に

お
け
る
指
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

権
利
擁
護
の
一
層
の
推
進

　

か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

（
通
称
�あ
し
す
と
）に
お
け
る
権
利
擁

護
相
談
件
数
は
千
四
百
五
十
五
件
。
増

加
す
る
困
難
事
例
の
解
決
に
向
け
た
、

市
町
村
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強

化
に
努
め
ま
し
た
。

　
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
で
は
、

市
町
村
社
協
の
協
力
を
得
て
、
県
下
に

お
け
る
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
た
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
専

門
員
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
専
門
員
及
び
生
活
支
援
員

の
研
修
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
が
行
う
「
苦
情
解
決
・
運
営
監

視
事
業
」
で
の
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
か
ら
の
苦
情
の
申
出
件
数
は
八
十
五

件
で
、
対
応
回
数
は
二
千
回
と
前
年
度

の
千
六
百
十
二
回
か
ら
増
加
し
て
お

り
、
解
決
困
難
な
事
案
が
増
加
す
る
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

自　平成１５年４月１日
至　平成１６年３月３１日

（単位：円）

差引残額支出合計額収入合計額会　　計　　区　　分

３６１，９５１，０６８８，５０８，３８７，２２３８，８７０，３３８，２９１一 般 会 計

４，５７３，３９６９４，８４８，１８４９９，４２１，５８０公 益 事 業 特 別 会 計

８，４８３，９７６３４，１５５，７８１４２，６３９，７５７収益事業特別会計（事業収支）

９７，４４４，２７８５２７，１５３，０９９６２４，５９７，３７７生 活 福 祉 資 金 特 別 会 計

７，３１２，５０５２８，８６６，９１１３６，１７９，４１６県 単 生 活 福 祉 資 金 特 別 会 計

３，９７６，４３６８２，７９３，８８１８６，７７０，３１７生活福祉資金貸付事務費特別会計

０６，７７６，５９３，０８１６，７７６，５９３，０８１離 職 者 支 援 資 金 特 別 会 計

０２０，０６３，７５４２０，０６３，７５４離職者支援資金貸付事務費特別会計

４８３，７４１，６５９１６，０７２，８６１，９１４１６，５５６，６０３，５７３合　　　　　計

平成15年度社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会収支計算書
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生
活
の
自
立
支
援
に
向
け
た
取
組
み

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
を
目
的
に
、

福
祉
用
具
展
示
場
の
機
能
の
積
極
的
な

活
用
を
図
り
、
新
た
に
「
福
祉
用
具
ミ

ニ
博
覧
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
町
村
に
お
け
る
福
祉
用
具
の
普
及
を

支
援
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
や

地
域
展
示
会
を
行
う
と
と
も
に
、
自
助

具
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め

「
自
助
具
製
作
発
表
会
」
や
「
自
助
具

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
新
た
に
県
民
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し

た
「
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
」
で
は
、
Ｉ

Ｔ
を
通
じ
た
障
害
者
等
の
社
会
参
加
及

び
自
立
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」
で
は
、

経
済
的
自
立
へ
の
支
援
に
向
け
、
国
・

県
単
併
せ
て
八
百
六
件
、
五
億
三
千
万

余
円
の
貸
付
を
決
定
。
ま
た
、
新
た
に

創
設
さ
れ
た
、
保
有
不
動
産
を
担
保
に

生
活
費
を
貸
付
す
る
「
長
期
生
活
支
援

事
業
」
は
四
件
、
五
千
七
百
万
円
余
の

貸
付
を
、「
離
職
者
支
援
資
金
貸
付
事

業
」
は
二
百
二
十
件
、
三
億
二
千
七
百

万
円
余
の
貸
付
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
福
祉
情
報
の
提
供
で
は
、
県
内

施
設
・
団
体
の
一
斉
調
査
を
実
施
。「
二

〇
〇
四
年
版
神
奈
川
県
施
設
・
団
体
名

簿
」
と
し
て
編
集
・
発
行
し
ま
し
た
。

福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成
の
推
進

　

か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
求
職
件
数
は
、
昨
今
の
雇
用
情
勢

を
反
映
し
て
求
人
件
数
が
伸
び
悩
む
一

方
で
、
前
年
比
一
・
五
倍
の
一
万
五
千

人
と
な
り
ま
し
た
。
求
職
者
に
対
し
て

は
、
職
場
体
験
研
修
や
全
国
ネ
ッ
ト
職

業
紹
介
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
求
人
施
設
等
に

対
し
て
は
、
人
事
・
労
務
管
理
担
当
者

を
対
象
に
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
就
職

件
数
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

従
事
者
研
修
で
は
、
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
等
を
含
め
三
十
種
の
研
修
を

延
べ
二
百
十
五
日
実
施
し
、
約
二
万
人

が
受
講
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
従
事

者
の
計
画
的
な
研
修
受
講
支
援
に
向

け
、「
研
修
受
講
履
歴
管
理
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
」の
検
討
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
に

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関
設

置
に
向
け
た
、
サ
ー
ビ
ス
評
価
調
査
者

の
養
成
研
修
や
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
外
部
評
価
実
施
の
他
、
試

行
事
業
と
し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
評
価
を
先
駆
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
経
営
法
人
へ
の
支
援

で
は
、
経
営
の
透
明
性
な
ど
の
観
点
か

ら
「
会
計
専
門
指
導
事
業
」（
自
主
監
査

事
業
）
を
実
施
。
ま
た
、
経
営
者
部
会

に
お
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
検

討
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
（
企
画
課
）

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会総合貸借対照表
（一般・公益・収益会計）

負債・純資産の部資　　産　　の　　部

１２３，２１３，７４８
６４，２８０，５１１
１５，３９８，８１２
２，２４７，２５７
４１，２８７，１６８

６，２２４，２１８，７７５
５，６９４，５６２，０００
５２４，８２１，７７５
９００，０００
３，９３５，０００

２，１２５，２９０
２，１２５，２９０

２，２８２，１０６，５４１
２，１８２，１０６，５４１
１００，０００，０００

１７２，０２９

１，０１３，１９０，９１６

４９４，５２８，６７５

流動負債
　未払金
　預り金
　前受金
　賞与引当金

固定負債
　長期借入金
　退職給与引当金
　子ども福祉基金引当金
　長期預り金

基本金
　基本金

基金
　ともしび基金
　民間社会福祉従事者福利厚生基金

国庫補助金等特別積立金

他の積立金

次期繰越活動収支差額

４５６，９１４，９５５
１１２，７１５

４４７，９１７，１６１
７，５９５，６５５
１，２８９，４２４

９，６８２，６４１，０１９
２，１２５，２９０

９，６８０，５１５，７２９

流動資産
　現金
　預貯金
　未収金
　前払金

固定資産
　基本財産
　他固定資産

１０，１３９，５５５，９７４負債・純資産合計１０，１３９，５５５，９７４資　産　合　計

平成１６年３月３１日現在（単位：円）

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会財産目録

資産の部
　流動資産 ７，０６１，１３８，７７０円
　　現　　　金 １１２，７１５円
　　預　貯　金 ７，０３５，４１８，４０４円
　　前　払　金 １，３４７，７８２円
　　未　収　金 ２４，１７５，８６９円
　　立　替　金 ８４，０００円
　固定資産 １４，１３１，５８５，５８０円
　　基 本 財 産 ２，１２５，２９０円
　　他固定資産 １４，１２９，４６０，２９０円
　　資 産 合 計 ２１，１９２，７２４，３５０円

負債の部
　流動負債 １３８，５４２，２２８円
　　仮　受　金 １１１，２４３円
　　未　払　金 ７９，１０６，７４８円
　　預　り　金 １５，７８９，８１２円
　　前　受　金 ２，２４７，２５７円
　　賞与引当金 ４１，２８７，１６８円
　固定負債 １７，２１８，７１３，５９２円
　　交　付　金 １０，８３１，１００，０００円
　　県単交付金 ４０３，４７６，０００円
　　県単修学資金免除金 △ ２３９，８６７，３５０円
　　△県単交付金 △ ２１３，８３３円
　　銀行借入金 ５，６９４，５６２，０００円
　　退職引当金 ５２４，８２１，７７５円
　　子ども福祉基金引当金 ９００，０００円
　　長期預り金 ３，９３５，０００円
　　負 債 合 計 １７，３５７，２５５，８２０円
　　差引正味財産 ３，８３５，４６８，５３０円

平成１６年３月３１日現在

負債・純財産の部資　　産　　の　　部

１５，３２８，４８０
１４，８２６，２３７
３９１，０００
１１１，２４３

１０，９９４，４９４，８１７
１０，８３１，１００，０００

０
４０３，４７６，０００
△２３９，８６７，３５０
△２１３，８３３

４，４２４，５６６，２６０
４，４２４，５６６，２６０

△１０，９６５，１４２，８２９

６，５８３，９２１，６４８

流動負債
　未払金
　預り金
　仮受金

固定負債
　交付金
　△交付金
　県単交付金
　県単修学資金免除金
　△県単交付金

基金
　運用財産基金

積立金

繰越金

６，６０４，２２３，８１５
６，５８７，５０１，２４３

８４，０００
１６，５８０，２１４
５８，３５８

４，４４８，９４４，５６１
４，４４８，９４４，５６１

流動資産
　預   金
　立替金
　未収金
　前払金

固定資産
　運用財産

１１，０５３，１６８，３７６負債・純財産合計１１，０５３，１６８，３７６資　産　合　計

（生活福祉資金関連５会計） 平成１６年３月３１日現在（単位：円）
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平
成
十
五
年
十
月
か
ら
三
カ
月
間
に

わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
共
同
募
金
運
動

は
、
引
き
続
き
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢

の
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
に
よ
り
、
十
三
億
九
百
四
十

万
円
を
超
え
る
善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

十
五
年
度
共
同
募
金
に
対
し
ま
し

て
、
県
内
福
祉
施
設
・
団
体
か
ら
六
百

八
十
五
件
の
配
分
申
請
が
寄
せ
ら
れ
、

本
会
「
配
分
委
員
会
」
を
中
心
に
、
申

請
事
業
の
実
地
調
査
を
行
う
な
ど
、
慎

重
に
配
分
案
の
策
定
作
業
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
去
る
三
月
二
十
五
日
に
開

催
し
ま
し
た
本
会
「
理
事
会
」、「
評
議

員
会
」
の
最
終
審
査
を
経
て
、
後
掲
の

と
お
り
配
分
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

共
同
募
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て

は
、
十
五
年
九
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
一
般
公
開
を
開
始
し
、
十

五
年
度
の
個
別
配
分
情
報
に
つ
き
ま
し

て
も
、
今
秋
の
公
開
に
向
け
て
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

十
五
年
度
の
共
同
募
金
運
動
に
い
ろ

い
ろ
な
お
立
場
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
皆
さ
ま
に
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
の
共
同
募
金
運
動

に
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
共
同
募
金
・
配
分
結
果
の
ご
報
告

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
・
平
成
十
五
年
度
決
算
の
ご
報
告

　

本
会
・
定
款
第
三
十
八
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
平
成
十
五
年
度
収
支
決
算
の
内
容
を
、
次
の
と
お

り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
・
受
配
者
指
定
寄
付
金
の
公
表

　

平
成
九
年
六
月
十
六
日
付
厚
生
省
社
援
企
第
百
五
号「
共
同
募
金
会
に
対
し
て
な
さ
れ
た
寄
付
金（
共

同
募
金
を
除
く
）
に
つ
い
て
の
税
制
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
に
も
と
づ
き
、
配
分
額
が
三
千
万
円
を

超
え
る
「
受
配
者
指
定
寄
付
金
」
の
内
容
を
、
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

赤い羽根データベース『はねっと』 平成15年度共同募金・使途概要

▽地域福祉を推進する市区町村社会福祉協議会の活動支援に（６２団体） ３４２，２８４，３３１円

▽児童・障害者・高齢者のための法定社会福祉施設の活動支援に（９６施設） １４２，５０７，６００円

▽障害者の自立・就労訓練を行う障害者地域作業所等の活動支援に（１１８施設） ８８，０１０，０００円

▽児童・障害者・難病当事者・被虐待女性支援団体等の活動支援に（７５団体） ７３，９１０，７２０円

▽在宅福祉サービスを推進する社会福祉団体の活動支援に（２２６団体） ４７，６００，０００円

▽市区町村を単位として実施される年末たすけあい援護活動に（５９団体） ４４０，７４３，１７６円

▽大規模災害時における被災者支援のための緊急配分資金等として ５５，７４１，４９８円

▽共同募金を実施するための事業経費として １４４，６９９，５７０円

　　　　　　　合　　　　　計（６３６件） １，３３５，４９６，８９５円

※上記使途財源には、前年度繰越金等を含みます。

平成15年度収入支出決算総括表

備　　考差引残高（A）－（B）支出決算額（B）収入決算額（A）会　計　名

次年度運動資金１１，９６７，０６２１５３，０４６，４５２１６５，０１３，５１４一 般 会 計

次年度配分資金４２，７１１，４９８２，０１４，３６５，３１１２，０５７，０７６，８０９寄 付 金 特 別 会 計

緊急配分資金４１３，４４９，４４１８，５７４，４６５４２２，０２３，９０６たすけあい福祉資金特別会計

０ ４４，３８４，３６３４４，３８４，３６３職員退職給与積立金特別会計

４６８，１２８，００１２，２２０，３７０，５９１２，６８８，４９８，５９２合　　　計

平成１６年３月３１日現在　（単位：円）
▽
社
会
福
祉
法
人　
わ
お
わ
お
福
祉
会

　

【
配
分
額
】
五
千
百
七
十
万
九
千
円（
保
育
所
の
建
築
資
金
）

　

【
寄
付
者
】
株
式
会
社
大
川
、
ワ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

▽
社
会
福
祉
法
人　
茅
徳
会

　

【
配
分
額
】
三
億
六
千
九
百
七
十
六
万
七
千
五
百
円
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
用
地
取
得
）

　

【
寄
付
者
】
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
･
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

▽
社
会
福
祉
法
人　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
福
祉
会

　

【
配
分
額
】
六
千
百
四
十
七
万
四
千
円（
保
育
所
の
用
地
取
得
）

　

【
寄
付
者
】
ナ
イ
ス
株
式
会
社
、
相
模
鉄
道
株
式
会
社

▽
社
会
福
祉
法
人　
千
里
会

　

【
配
分
額
】
六
千
三
百
五
十
万
円（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
築
資
金
）

　

【
寄
付
者
】
医
療
法
人
社
団
研
医
会
、
有
限
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

◆県共同募金会　�０４５－３１２－６３３０

　都道府県ごとの

配分情報は、『は

ねっと』(インター

ネット公開名称)

で詳細内容をご覧

いただくことができます。

　『はねっと』は、“赤い羽根”と

“インターネット”を組み合わせた

造語です。

www.akaihane.co.jp/hanett

総　合　貸　借　対　照　表

貸　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　方

残　　高勘　定　科　目残　　高勘　定　科　目

１，５２７，２２１，８９１
８４８，７２０，０００

４５，０００
３５，２４０，０００
４２，７１１，４９８
４１３，４４９，４４１
４２，９４９，３６３
１，７８９，３８０
７３１，６３９

１４１，５８５，５７０
４４，１９７，６５７
５，６２７，６５７
３８，５７０，０００
４１，７６７，８４２
９，３００，０００
８，５００，７８０
１２，０００，０００
１１，９６７，０６２

流動負債
　未払配分金
　たすけあい福祉資金未払金
　開拓啓発事業資金引当金
　次年度配分資金引当金
　たすけあい福祉資金
　職員退職手当引当金
　職員貸付引当金
　職員預り金
　次年度運動準備金
固定負債
　減価償却累計額
　災害準備金
資本
　基本金
　運用基金
　運営費積立金
　次年度繰越金

１，６０４，６８６，６１０
１，６０２，８９７，２３０
１，７８９，３８０
８，５００，７８０
６，１５３，５５０
２，３４７，２３０

流動資産
　預貯金
　職員貸付金
固定資産
　備　 品
　車両運搬具

１，６１３，１８７，３９０合　　　　計１，６１３，１８７，３９０合　　　　計

平成１６年３月３１日現在　（単位：円）
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―
福
祉
の
仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
―

　

特
養
の
生
活
指
導
員
と
し
て
、
三
カ

月
に
一
度
ご
家
族
へ
利
用
状
況
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
Ａ
さ
ん

の
青
森
県
在
住
の
息
子
さ
ん
に
も
お
便

り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
三
年
経
っ
て

も
何
の
反
応
も
な
く
、
ま
た
、
私
自
身

も
若
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、「
一
回

位
返
事
を
よ
こ
し
て
も
、
い
や
、
せ
め

て
お
父
さ
ん
宛
に
手
紙
な
り
、
電
話
な

り
く
れ
て
も
…
」
と
思
っ
た
も
の
で
し

た
。
自
分
な
り
に
一
生
懸
命
利
用
者
の

た
め
に
と
思
っ
て
働
い
て
い
た
と
い
う

か
、
心
の
ど
こ
か
で
「
こ
れ
だ
け
し
て

あ
げ
て
い
る
の
に
」
と
い
う
�
っ
た
気

持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
四
年
目
に
初
め
て
お
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。

《
私
は
全
盲
ゆ
え
、
お
便
り
を
隣
家
の

人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
を
心
か
ら
伝
え
た
く
、
一

年
間
隣
家
の
人
に
字
を
教
わ
り
、
お
便

り
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
い
つ
も
い

つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
》

（
全
文
ひ
ら
が
な
）

　

頭
を
ガ
ツ
ー
ン
と
や
ら
れ
た
気
分
で

し
た
。
ご
家
族
の
気
持
ち
を
少
し
も
察

し
よ
う
と
せ
ず
、
批
判
的
な
気
持
ち
す

ら
持
っ
て
い
た
私
に
、
四
十
歳
の
手
習

い
ま
で
し
て
お
手
紙
を
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
。
そ
の
時
私
は
、
家
族
の
思
い
も

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
戒
し

た
も
の
で
し
た
。

　

長
年
に
渡
り
勤
め
た
職
場
を
去
る

時
、
偶
然
に
も
そ
の
方
が
面
会
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
、
退
職
す
る
こ
と
に
後
ろ
髪

を
引
か
れ
る
思
い
で
い
た
私
で
す
が
、

「
よ
う
や
っ
と
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
の
言
葉
に
、
こ
れ
は
神
様
が
こ

れ
ま
で
の
私
の
仕
事
に
対
し
、「
こ
れ

で
良
か
っ
た
の
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
胸
を
張
っ
て
玄

関
を
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
の
時
の
感
動
を
今
も
忘
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
祉
の
仕
事
は
、
真

に
こ
の
よ
う
な
感
動
の
機
会
を
与
え
て

く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（ 
吾
亦
紅 
）

わ
れ
も
こ
う

児
童
虐
待
の
診
断
学
・
立
証
方
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る

　

虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）

な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
不
適
切
な
関

わ
り
を
防
止
し
て
い
こ
う
と
活
動
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
虐
待
ネ
グ
レ
ク

ト
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
）」

主
催
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
が
去
る
五
月
八

日
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
医
療
・
保
健

・
福
祉
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ガ
シ
ー

・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
子
ど
も
病
院
で
、
精

力
的
に
児
童
虐
待
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
小
児
科
医
の
ジ
ャ
ン
・
チ
ョ
ウ

ゼ
ン
・
ベ
イ
ズ
氏
が
招
か
れ
、
不
慮
の

事
故
に
よ
る
け
が
と
身
体
虐
待
に
よ
る

け
が
を
ど
の
よ
う
に
見
分
け
て
子
ど
も

た
ち
を
守
っ
て
い
く
か
、そ
の
診
断
学
、

立
証
方
法
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
で
打
撲
傷
や
骨

折
、
や
け
ど
、
更
に
最
近
問
題
視
さ
れ

て
い
る
、揺
さ
ぶ
ら
れ
衝
撃
外
傷（
揺
さ

ぶ
ら
れ
っ
子
症
候
群
）
な
ど
の
事
例
を

紹
介
し
、
虐
待
を
発
見
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
や
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
ベ
イ
ズ
氏
。

　
「
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
ほ
か
、
未

熟
児
や
疾
病
・
障
害
、
発
達
の
遅
れ
な

ど
、
出
産
や
発
育
の
過
程
で
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
た
め
に
、
親
が
望

ま
な
い
状
態
に
あ
る
子
ど
も
な
ど
が
虐

待
を
受
け
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。一
方
、

虐
待
を
行
い
や
す
い
傾
向
が
あ
る
の
は

若
年
親
や
ひ
と
り
親
、
家
族
・
友
人
・

地
域
社
会
か
ら
支
援
の
な
い
親
、
貧
困

な
親
、
虐
待
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
親

な
ど
だ
が
、
普
段
は
ご
く
普
通
で
、
外

見
だ
け
で
は
虐
待
を
行
い
や
す
い
か
ど

う
か
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

子
ど
も
の
医
療
や
保
健
・
福
祉
な
ど
に

関
わ
る
全
て
の
専
門
職
は
、
自
ら
声
を

発
す
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
身
体
の
状
況
を
刑
事
の
よ
う

に
詳
細
に
観
察
し
、
そ
れ
が
虐
待
の
疑

い
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
に
か
わ
っ
て
声
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
け
が
に
つ
い

て
の
親
の
説
明
が
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な

い
も
の
で
な
い
か
、
受
診
ま
で
の
過
程

に
問
題
が
な
か
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て

で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
集
め
、
子

ど
も
の
安
全
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
言
葉
に
、
場
内
か

ら
力
強
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
事
務
局

�
０
４
６
３－

　

－

２
７
１
５

９０

自らの経験を交えながら子ども
たちを守っていくためのポイン
トを解説するベイズ氏
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県
社
協
の�

施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
つ
一
冊

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
三
年
か
け
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
施

設
・
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
実
態
の
調
査

を
行
い
、
回
答
の
あ
っ
た
七
百
九
十
一
施
設
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「Let's

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」（
障
害
福
祉
編
、
高
齢
福
祉
編
、
児
童
・
母

子
・
保
護
・
隣
保
館
編
）
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

冊
子
に
は
、
日
常
的
・
単
発
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
区
分
し
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や

活
動
等
を
掲
載
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望

す
る
人
の
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
資
料
集
と

し
て
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
担
当
者
の

情
報
ツ
ー
ル
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
役
立
つ
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
障
害
と
高
齢
関
係
施
設
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
本
紙
１
面
参
照
）
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

ご希望の方は希望冊子名と住所・氏名・
電話番号を明記し、返信用封筒（A４）と
切手（１冊３４０円、２冊～３冊４５０円）を
同封の上、
〒２２１－０８３５横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２
「かながわボランティアセンター」まで
　�０４５－３１２－１１２１㈹　内線３２４２

県社協新役員・評議員決定
　役員・評議員の任期満了に伴い、去る４月19日の理事会において評議員58人を選任しました。また５月11日の評議
員会において理事、監事を選任し、５月12日開催の理事会において会長、副会長を選任し、新役員体制が整いました。

会　
　

長　

林　
英
樹

副　
会　
長　

篠
原
正
治　

山
本
哲
雄

　
　
　
　
　

宮
武
保
義

常
務
理
事　

鈴
木
勝
也

【
理　

事
】
水
島
貞
（
つ
ち
や
社
会
福
祉

会
）、
山
川
保
（
白
十
字
会
林
間
学
校
）、

本
谷
守
（
湘
南
希
望
の
郷
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
）、
松
岡
光
芳
（
横
浜
市
民
児
協
）、
斉

藤
二
郎
（
川
崎
市
民
児
協
）、
小
磯
義
範

（
県
保
護
司
会
連
合
会
）、
杉
山
順
三
郎

（
横
浜
市
社
協
）、
渡
辺
春
男
（
川
崎
市

社
協
）、
重
野
文
吉
（
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
）、
大
久
保
さ
わ
子
（
県
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
協
会
）、
田
畑
稔
（
県
労
働
者
福
祉

協
議
会
）、
持
田
文
男
（
県
議
会
厚
生
常

任
委
員
）、
伊
藤
亨
（
県
議
会
厚
生
常
任

委
員
）、
引
地
孝
一
（
県
福
祉
部
）

【
監　

事
】
都
築
融
光
（
山
王
保
育
園
）、

南
川
藤
夫
（
横
須
賀
市
民
児
協
）、
宮
内

喬
夫
（
県
福
祉
部
）

【
評
議
員
】

◆
第
１
種
〈
経
営
者
部
会
〉
加
茂
坂
幸
昌

（
恩
賜
財
団
神
奈
川
県
同
胞
援
護
会
）、

江
森
榮
（
横
浜
愛
隣
会
）、
鈴
木
錠
（
鈴

保
福
祉
会
）、
森
博
（
セ
イ
ワ
）、
田
尻
知

己
（
き
し
ろ
社
会
事
業
協
会
）、
小
川
泰

子
（
い
き
い
き
福
祉
会
）〈
施
設
部
会
〉
今

村
真
雄（
横
須
賀
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ム
）、
阿

部
好
知
（
美
山
特
養
ホ
ー
ム
）、
岡
村
勝

（
貴
志
園
）、
坂
本
靖
男
（
国
際
親
善
病

院
）、
横
山
和
明
（
救
護
施
設
岡
野
福
祉
会

館
）、
菅
宮
建
吉
（
田
浦
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
）、〈
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
〉
笹
尾

春
吉
（
平
塚
市
）、
平
本
シ
ズ
子
（
藤
沢
市
）、

諸
星
恒
夫
（
秦
野
市
）、
金
子
光
男
（
磯
子
区
）、

長
谷
川
正
義
（
都
筑
区
）、
櫻
井
俊
克
（
川
崎

区
）、
萩
原
保
夫
（
幸
区
）〈
保
護
司
部
会
〉
長

嶋
藤
吉
、
浅
田
仁
、
金
子
忠
雄
、
石
原
昌
信

（
以
上
、
県
保
護
司
会
連
合
会
）〈
市
町
村
社
協

部
会
〉
松
尾
祐
治
（
横
浜
市
）、
原
良
三
（
川
崎

市
）、
井
上
好
弘
（
海
老
名
市
）、
大
石
恵
子

（
南
足
柄
市
）、
池
田
啓
介
（
二
宮
町
）、
對
木

一
郎
（
箱
根
町
）、
中
村
和
裕
（
藤
野
町
）

◆
第
２
種　
朝
倉
富
久
代
（
県
里
親
会
）、
石
川

一
明
（
県
身
体
障
害
者
連
合
会
）、
荒
井
育
美

（
県
保
育
士
会
）、
岸
上
武
志
（
県
腎
友
会
）、

相
馬
宣
正
（
県
保
育
会
）、
野
上
薫
子
（
県
介
護

福
祉
士
会
）、
相
原
和
子（
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
）、
田
中
文
子
（
県
精
神
障
害
者
家
族

会
連
合
会
）

◆
第
３
種　
大
谷
義
輝（
神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団
）、
望
月
建
治
（
県
商
工
会
議
所
連
合

会
）、
小
泉
光
雄
（
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
）、
栗
山
覚
（
県
医
師
会
）、
田
中
英
昭
（
県

薬
剤
師
会
）、
橋
本
弘
（
県
歯
科
医
師
会
）、
土

屋
章
（
県
病
院
協
会
）

◆
第
４
種　
加
藤
堯
久
、
森
正
明
、
大
井
康
裕
、

小
野
寺
慎
一
郎
、
藤
間
明
男
、
藤
田
智
栄
子
、

木
内
博
、（
以
上
、
県
議
会
）、
田
中
章
（
県
福

祉
部
地
域
福
祉
推
進
課
）、
佐
々
木
寛
志
（
横

浜
市
福
祉
局
）、
井
野
久
明（
川
崎
市
健
康
福
祉

局
）、
片
山
�
（
県
市
長
会
）、
高
橋
永
清
（
県

町
村
会
）、
松
嶋
雅
嗣
（
県
共
同
募
金
会
）

胖
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就任のあいさつ
　この度、任期満了に伴う県社協役員改選で、会長をお
引き受けすることになりました林英樹でございます。微
力ではございますが、皆様の協力を得てこの重責を果た
して参りますので、よろしくお願い申し上げます。
　さて、現在、社会福祉の制度を始めとして社会福祉を
取り巻く環境は大きく変化し、措置から利用者自らがサ
ービスを選択する時代になっております。また、個人と

しての尊厳が保たれ、自立して生活できるように支援していくことにより、福祉
サービス利用者の範囲も拡大しております。このような実態に即したサービスを
提供する側も社会福祉法人を始め、非営利活動法人から株式会社などの民間営利
企業といった様々な団体が参入し、福祉サービス提供者の増大がすすみ、自らが
サービスの質の向上を図らなければならない状況にあります。
　こうした状況の中での県社協の役割は、地域福祉推進の中核的な組織である市
町村社協への支援、福祉事業を担う従事者の養成及び研修、福祉事業の経営に関
する指導・助言や情報の提供などを通して、適正な運営が確保されるようにする
ことであります。
　そのため、これから事業を進めるにあたっては、真に県民ニーズへ対応してい
るかどうかといった視点やコスト意識といった観点からも見直しを行い、職員の
意識改革に努め、仕事の効率化を図っていきたいと存じます。
　これまでの経験を生かし「福祉社会かながわ」の実現をめざして邁進したいと
存じますので、皆様方のなお一層のご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

会長　林　英樹
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　グループ活動への参加は、自分自身の生きがいづくり
はもちろんですが、その最大の魅力は、新たな仲間づく
りであり、仲間とともに活動する喜びにあるのではない
でしょうか。
　そこで、センターが実施したシニアグループの実態調
査の結果から、グループ活動をいつまでも活発に続ける
ためのポイントを探ってみます。

仲間と活動する喜びをいつまでも仲間と活動する喜びをいつまでも仲間と活動する喜びをいつまでも

�

回
の
調
査
は
、
シ
ニ
ア
の
グ
ル

ー
プ
が
、
い
つ
ま
で
も
活
発
に

活
動
を
続
け
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
探
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
事
業
等
で
関
わ
り

の
あ
っ
た
、
シ
ニ
ア
中
心
で
活
動
し
て

い
る
五
十
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
行
い
ま

し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
こ
れ
ま
で
の
会
社

組
織
と
い
う
「
タ
テ
」
の
社
会
を
離

れ
、
地
域
社
会
と
い
う
「
ヨ
コ
」
の
社

会
で
、
会
員
の
�
和
�
を
大
切
に
、
い

つ
ま
で
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
た

め
、
会
の
主
旨
や
目
的
に
反
す
る
行
動

を
と
っ
た
人
を
退
会
さ
せ
る
な
ど
、
厳

し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
共
通
の
大

き
な
悩
み
と
し
て
、「
会
員
の
高
齢
化
」

へ
の
対
応
に
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
苦
慮

し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

�

員
の
高
齢
化
は
「
活
動
力
の
低

下
」
を
も
た
ら
し
、
や
が
て
は

グ
ル
ー
プ
の
自
然
消
滅
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
調
査
に
回
答
の
あ
っ

た
四
十
一
グ
ル
ー
プ
か
ら
更
に
、
活
発

に
活
動
を
続
け
る
た
め
に
特
徴
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
十
グ
ル
ー
プ
を
対

象
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

①
新
た
な
会
員
の
入
会
に
向
け
た
住
民

今会

へ
の
情
報
公
開
や
広
報
の
充
実
。
参
加

し
や
す
い
活
動
方
法
や
内
容
の
工
夫

②
現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
で
き
る
魅
力
あ

る
活
動
メ
ニ
ュ
ー
や
運
営
方
法
の
開
拓

　

と
い
っ
た
取
り
組
み
が
効
果
的
の
よ

う
で
す
。

�

浜
市
青
葉
区
で
活
動
し
て
い
る

「
か
た
つ
む
り
会
シ
ニ
ア
ー
ズ

ク
ラ
ブ
」
で
は
、
企
画
や
広
報
、
当
日

の
準
備
な
ど
グ
ル
ー
プ
の
運
営
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
募
集
の
ち
ら
し
や
広
報
紙

づ
く
り
、
活
動
の
企
画
、
対
外
的
な
交

渉
、
会
計
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
を
円
滑
に

運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々
な
仕

事
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
人
が
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
域
に
い
る
い
ろ

い
ろ
な
特
技
を
持
っ
た
方
に
グ
ル
ー
プ

の
運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た

ち
が
不
得
意
な
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
も

ら
う
の
で
す
。

　

特
に
、
年
齢
の
高
い
高
齢
者
が
中
心

の
グ
ル
ー
プ
に
は
効
果
的
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
活
動
を
す
る
に
し
て

も
、
ち
ょ
っ
と
の
工
夫
で
魅
力
あ
る
活

動
に
変
身
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

�

倉
市
で
活
動
し
て
い
る
「
鎌
倉

を
楽
し
く
す
る
会
」
は
、「
歴
史

を
背
に
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
称
し

て
、
地
の
利
を
生
か
し
、
ま
ち
の
ゴ
ミ

横鎌

拾
い
を
し
な
が
ら
、
コ
ー
ス
沿
い
に
あ

る
神
社
仏
閣
の
縁
起
を
学
ん
だ
り
、
法

話
を
聞
い
た
り
、
本
格
的
な
歴
史
探
訪

を
し
て
い
ま
す
。
歴
史
探
訪
で
参
加
意

欲
を
刺
激
し
、
ゴ
ミ
拾
い
と
い
う
当
初

の
目
的
を
達
成
し
、
メ
ン
バ
ー
も
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
長
く
続
け
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
の
特
徴
や
、
活
動
内
容
等
を
生

か
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
の
よ

う
で
す
。

�

間
が
い
て
、
仲
間
と
活
動
す
る

こ
と
は
、
高
齢
期
を
い
つ
ま
で

も
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
は
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
い
つ
ま
で
も
グ
ル

ー
プ
が
活
発
に
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

仲

「地域を、歴史を知れば知るほど、街の汚れを何
とかしたいんです」
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図　
　

書

資　
　

料

「福祉のお仕事」のホームページをご紹介します
　全社協・中央福祉人材センターが、全国の福祉人材センタ
ー・バンクの協力を得て運営するサイト。サイト上に掲載さ
れている全国の求人情報の検索・閲覧、紹介を受けることが
できます（IDを取得後、求職登録が必要となります）。また、福
祉の仕事の内容や資格制度、福祉業界の動向、全国の福祉人
材センターからのお知らせなどを閲覧することができます。 http://www.fukushi-work.jp/

「当事者主権」
中西正司・上野千鶴子　著

逗子市社会福祉協議会
会長　宮武　保義

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

かえているとみなされている当事者たち
が、自分のことは自分が決めると声をあ
げた。…中略…自立の意味を転換し、専
門性を問い直し、社会を組みかえる、緊
急かつ大胆な提言の書」という紹介文が
先ず目に入る。１９８６年に日本で初の自立
生活センターを設立し、ピアカウンセラ

　「障害者、女性、高
齢者、子ども、不登校
者、患者…。問題をか

ーという新しい職種を
創り出し、当事者こそ
が障害者の自立生活の
教師であることを明ら
かにした中西氏と、こ
の運動に共感した女性
運動家の上野氏によ
り、「当事者主権」とい
う立場が強く打ち出さ
れている。

２００３年刊
岩波新書・７３５円（税込）

�

★
高
齢
者
福
祉
施
設　

生
活
援
助
・
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
神
奈
川
県

高
齢
者
福
祉
施
設
協
議
会
、
中
央
法
規
）

変
化
し
続
け
る
高
齢
者
ケ
ア
の
現
場
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
生
活
相
談
員
が
担
う
、

「
入
退
居
業
務
」、「
感
染
症
対
策
」
な
ど
の

業
務
と
、
必
要
な
知
識
を
網
羅
し
た
一
冊
。

★
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
設
と
運
営
の
手

引
き
〜
２
０
０
３
年
改
訂
版
（「
ミ
ズ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
編
集
部
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
シ
ス
テ
ム
）

★
小
規
模
多
機
能
ケ
ア
白
書
２
０
０
４
（
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
研
究
会
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）

★
介
護
予
防
の
た
め
の
〜
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
企
画
・
編

集
委
員
会
、
日
本
口
腔
保
健
協
会
）

★
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
授
業
〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

楠
の
木
学
園
で
学
ぶ
若
者
た
ち
（
武
藤
啓
司
、

社
会
評
論
社
）

★
知
的
障
害
や
自
閉
症
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
を

支
え
る
〜
「
共
動
支
援
計
画
」
に
よ
る
実
践

（
香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
養
護
学
校
、
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
研
究
所
）

★
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
計
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
（
中
央
青
山
監
査
法
人
、
全
社
協
）

�

★
「
喝
！
」
ど
う
な
っ
て
る

の
？ 
地
域
生
活
支
援
！
（
全
国
障
害
者
生
活

支
援
研
究
会
・
地
域
生
活
研
究
会
）

支
援
費
制
度
の
利
用
状
況
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

状
況
な
ど
の
生
の
声
を
交
え
て
整
理
し
、
課

題
を
提
起
し
た
、
支
援
費
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
実
態
調
査
報
告
書
。

★
痴
呆
性
高
齢
者
残
存
能
力
改
善
計
画
書
（
素

案
）（
�福
 

自
立
共
生
会
）

★
い
ま
、
送
迎
に
望
む
こ
と
〜
養
護
学
校
・
送

迎
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
（
横
浜
障
害
児
を
守
る
連

絡
協
議
会
）

★　

代
で
出
産
し
た
母
親
の
子
育
て
と
子
育
て

10
支
援
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
東
京
都
社
協
）

★
母
子
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
〜
子
ど
も
た
ち
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
母
親
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
報
告
書（
�Ｎ
 

し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ

ー
ら
む
）

★
厚
木
市
地
域
福
祉
計
画
（
厚
木
市
）

★
藤
沢
市
地
域
福
祉
計
画
（
藤
沢
市
）

【
ビ
デ
オ
】

★
よ
う
こ
そ
福
さ
ん
家
へ
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

福
さ
ん
家
、
健
和
会
）

★
福
祉
・
新
人
職
員
基
礎
研
修
シ
リ
ー
ズ
６
〜

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
築
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
三
浦

文
夫
、
ジ
ャ
パ
ン
通
信
情
報
セ
ン
タ
ー
）
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役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
５
月　

日
・
①
任
期
満
了
に
伴
う

１２

正
副
会
長
の
選
任
、
②
任
期
満
了
に
伴
う
顧
問

の
選
任
に
つ
い
て
、
５
月　

日
・
①
正
会
員
入

１８

会
申
込
み
、
②
理
事
の
推
薦
、
③
評
議
員
の
選

任
、
④
各
種
委
員
会
委
員
の
選
任
、
⑤　

年
度

１５

事
業
報
告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
報
告
（
案
）、

⑥　

年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予

１６
算
（
案
）
に
つ
い
て

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】
�福

 

く
す
の
き
、
�福

 

風
祭
の
森

【
施
設
部
会
】
メ
イ
サ
ム
ホ
ー
ル
、
太
陽
の
門
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
中
井
富
士
白
苑

◇
評
議
員
会
＝
５
月　

日
・
①
任
期
満
了
に
伴

１１

う
理
事
の
選
任
、
②
任
期
満
了
に
伴
う
監
事
の

選
任
に
つ
い
て
、
５
月　

日
・
①
理
事
の
選
任
、

２８

②　

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
入
支
出
決
算
報

１５
告
（
案
）
に
つ
い
て

�
鉄
道
弘
済
会
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

◇
内
容
＝
①
基
調
講
演
「
わ
が
国
の
福
祉
力
を

問
う
」、
選
択
講
座
他
、
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ

が
国
の
社
会
福
祉
実
践
力
を
高
め
る
た
め
に
」、

記
念
講
演
「
幸
福
と
は
何
か
」（
文
化
庁
長
官
・

河
合
隼
雄
氏
）

◇
日
時
＝
①
８
月
５
日
�　

時
〜　

時　

分
、

１０

１６

３０

②
６
日
�
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１５

３０

◇
会
場
＝
日
本
教
育
会
館
（
定
員　

人
）

８００

◇
参
加
費
＝
７
千
５
百
円

◇
問
合
せ
＝
�
鉄
道
弘
済
会
社
会
福
祉
部

�　

－

５
２
７
６－

０
３
２
５

０３

　
　

－

５
２
７
６－

３
６
０
６

FAX
０３

社
会
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対
策
講
座

◇
対
象
＝
県
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
、
社
会

福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
取
得
者
又
は
取
得

見
込
み
者
（
定
員　

人
）

１７０

◇
日
程
＝
９
月　

・　

日
、　

月
２
・　

・　

１８

２５

１０

１７

３０

日
、　

月
７
（
全
国
統
一
模
擬
試
験
）・　

日
の

１１

１３

�
又
は
�

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
受
講
料
＝
２
万
円
（
全
７
回
コ
ー
ス
、
統
一

模
試
代
）、
６
千
円
（
統
一
模
試
の
み
）

◇
〆
切
り
＝
８
月　

日
�　

先
着
順

２０

◇
問
合
せ
＝
�
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

�　

－

　

－

２
０
４
５

０４５

３１７

　
　

－

　

－

２
０
４
６

FAX
０４５

３１７

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
彩
象
美
術
協
会
▽
田
中
良
平
▽
広
瀬
公
子
▽

脇
隆
志
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
全
日
本
不
動
産
協
会
神
奈
川
県
本

部
▽
㈱
ホ
テ
ル
観
山
▽
積
善
会
曽
我
病
院
▽
神
奈
川
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
横
浜
南
店
▽
神
奈
川
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
▽
恩
賜
財
団
済
生
会
若
草
病
院
▽
県
地
域

福
祉
推
進
課
▽
県
立
藤
沢
養
護
学
校
▽
菅
井
良
幸
▽
影
澤
藤
峰
▽

辰
巳
弥
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
計
一
、
四
四
九
、
九
四
二
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
住
友
生
命
保
険

相
互
会
社
横
浜
南
支
社
▽
日
本
シ
ャ
ク
リ
ー
㈱　
　
　
（
敬
称
略
）

平成16年度神奈川県介護支援専門員実務研修受講試験
試　験　日：平成１６年１０月２４日（日）午前１０時開始
受付期間：７月１２日（月）～３１日（土）消印有効　
　　　　　※簡易書留による郵送のみ受付
受験手数料：７，０００円
受験地基準：申込時点で、受験資格に該当する業務に従事し

ている場合は、その勤務地が神奈川県内であるこ
と。従事していない場合は、住所地が神奈川県内
であること。

受験資格：医療・保健・福祉の国家資格等を有し、実務経験
が５年かつ９００日以上あること。訪問介護員２級
等を有し、所定の相談及び介護業務経験が５年か
つ９００日以上あること。資格に関らず介護業務の
経験が１０年かつ１，８００日以上あること。また欠格
事由に該当しないこと（詳細は試験案内参照）。

試験案内配布場所：県・市区町村社会福祉協議会／市区町村
役所（場）の介護保険担当窓口／県保健福祉事務
所／県政情報センター等で、７月１日（木）から
配布予定　※試験会場は受験票に記載

出　願　先：（福）神奈川県社会福祉協議会
　　　　　「介護支援専門員実務研修受講試験実施本部」
　　　　　〒２２１－０８４４　横浜市神奈川区沢渡４－２
問　合　せ：介護支援専門員実務研修受講試験実施本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　�０４５－３１１－８８９９
　　　　　県福祉部高齢者保健福祉課　�０４５－２１０－４７３８
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前
回
は
、
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
か
ら
、
全
て
の
関
係
者
が
、
子
ど
も

の
生
命
や
健
康
、
福
祉
、
教
育
な
ど
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
共
有
し
た
支
援
体

制
の
構
築
、
予
防
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
青
少
年
の
「
生
き
に
く
さ
」
や
多
様
な
生
き
方
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
、「
ひ
き
こ
も
り
」
の
問
題
に
取
り
組
む
、「
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
・
リ
ロ
ー
ド
」（
以
下
、
リ
ロ
ー
ド
）
代
表
の
武
藤
啓
司
さ
ん
と
事
務
局
長
の
岩
田

充
功
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

豊
か
な
生
命
を
ど
う
育
ん
で
い
く
か　
②

つ
な
が
り
を
も
と
め
て

つ
な
が
り
を
も
と
め
て　
�3
 

　

自
宅
以
外
で
の
生
活
の
場
が
長
期
に

わ
た
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
「
ひ
き
こ
も

り
」
の
状
態
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
や
学
校
卒
業
後
、

人
間
関
係
や
仕
事
な
ど
の
悩
み
を
き
っ

か
け
に
、
社
会
か
ら
孤
立
し
た
状
態
に

お
か
れ
て
し
ま
う
「
社
会
的
ひ
き
こ
も

り
」
の
方
々
が
増
え
始
め
ま
し
た
。

　

十
四
年
度
の
県
の
調
査
で
は
、
県
内

の
約
三
十
団
体
が
、
こ
う
し
た
方
々
が

集
え
る
場
所
と
し
て
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
で
も
総

合
相
談
の
窓
口
を
設
置
し
た
り
、
国
の

施
策
と
し
て
、
仕
事
の
情
報
を
提
供
す

る
、
ヤ
ン
グ
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を

通
じ
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
本
県
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

活
動
な
ど
に
よ
り
、
先
駆
的
に
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
む
こ
と
や
語
り
合
う
こ
と
か
ら

　

リ
ロ
ー
ド
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楠
の
木
学
園
と

神
奈
川
県
が
、「
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
活
動
推
進
基
金　

」の
協
働
事
業
と
し

２１

て
、十
四
年
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
リ
ロ
ー
ド
で
は
、
不
登
校
の
小
学

生
や
中
学
生
以
上
の
方
で
、
ひ
き
こ
も

り
に
悩
ん
で
い
る
方
々
を
中
心
に
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
の
場
合
は
、『
学
校
へ
行
く
』
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
段
階
的
な
計
画
が

立
て
や
す
く
、
ま
た
、
子
ど
も
自
身
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
て
い
る
た
め
、
比

較
的
ひ
き
こ
も
り
か
ら
脱
出
し
や
す
い

の
で
す
が
、
就
学
年
齢
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
い
る
場
合
、
年
齢
的
な
問
題
に
加

え
大
学
受
験
や
就
職
、
一
人
住
ま
い
、

結
婚
な
ど
、
社
会
に
参
加
し
て
い
く
た

め
の
ハ
ー
ド
ル
が
幾
重
に
も
重
な
り
、

し
か
も
高
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
た
っ
た
一
度
の

挫
折
体
験
が
非
常
に
大
き
く
本
人
に
の

し
か
か
り
、
次
の
目
標
が
立
て
づ
ら
い

状
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
」
と
話

す
岩
田
さ
ん
も
ひ
き
こ
も
り
を
体
験
し

た
一
人
。

　

リ
ロ
ー
ド
に
は
、
他
に
も
何
人
か
の

ひ
き
こ
も
り
体
験
者
が
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
始
め
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
体
験
者
や
こ
の
問
題

に
悩
ん
で
い
る
家
族
、
支
援
団
体
な
ど

多
く
の
方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
方
々
か
ら
、『
具
体
的
に
集

え
る
場
が
欲
し
い
』、『
話
し
合
え
る
機

会
が
欲
し
い
』、
と
の
意
見
か
ら
、
も
っ

と
悩
ん
で
い
る
方
々
と
距
離
を
近
づ
け

た
支
援
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
活

動
が
生
き
て
こ
な
い
の
で
は
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む

方
々
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
を
作
ろ

う
と
、
月
一
回
夕
飯
を
皆
で
食
べ
る

『
夜
食
会
』
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
徐
々

に
参
加
者
が
増
え
、
現
在
で
は
、
開
催

日
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
ご
要

望
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活

動
で
知
り
合
っ
た
方
の
趣
味
や
仕
事
を

生
か
し
て
絵
を
描
く
会
や
写
真
の
撮
影

会
、
太
鼓
を
体
験
す
る
会
な
ど
、
自
然

な
形
で
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
家
族
の
方
に
は
、
語
り
合
っ
た
り

情
報
交
換
が
で
き
る
会
を
作
っ
た
り
、

問
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
を
付
け
る

た
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
そ
の

他
、
研
究
活
動
や
関
係
団
体
と
の
連

携
、
情
報
提
供
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
」
と
言
葉
を
続
け
ま
す
。

新
し
い
人
間
関
係
を
作
り
だ
す
機
会
を

　

と
も
す
れ
ば
、
本
人
の
意
思
の
弱
さ

や
親
の
育
て
方
の
せ
い
と
し
て
捉
え
ら

れ
が
ち
な
ひ
き
こ
も
り
の
問
題
で
す
が
、

問
題
は
『
誰
か
』
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
ぐ
『
関
係
』
に
あ
る

の
だ
と
武
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
由
は
人
に
よ
り

様
々
で
す
が
、
多
く
は
他
人
や
社
会
の

『
規
準
』
と
自
分
を
比
較
し
、
完
璧
を

「
ひ
き
こ
も
り
」と
は

件
　
　
　
　
　
　
　
数�

電話�
来所�

茨城県� 栃木県� 群馬県� 埼玉県� 千葉県� 東京都� 北海道� 宮城県� 愛知県� 大阪府� 広島県� 福岡県�神奈川県�

　　関東１都６県と全国主要都市のひきこもり相談件数

※「社会的ひきこもり」に関する相談、援助状況実態調査報告より一部抜粋
※データは平成１４年１月～１２月までに都道府県・政令指定都市の保健所及び精神保健センター
で受けた相談件数
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク 140

　WNSは主に神奈川県内で、DV被害者の安
全の確保と自立を促進するために、当事者と
地域のボランティアが協力して、様々な支援
活動を行っている市民グループです。
　支援内容は電話や面接による相談・アド
ヴォケート（※）・同行支援と広範囲に及びま
す。被害者の多くは、緊急避難してから生活
再建の長い道のりを歩んでいかなければなり
ません。法律分野・心のケア・子育て・就労
等様々な面で支えを必要としています。
WNSの支援は一時的なものでなく、ご本人
が望むなら継続してゆくことを使命と考えて
います。相談活動を行う時、また行政の窓口
・警察・弁護士事務所・裁判所などへご本人
に同行する時には、WNSが認定する資格を
持つボランティアが支援しています。
　被害者支援を、単独の行政機関や職種だけ
で全てカバーすることは不可能です。様々な
機関や団体、地域のボランティアが密接に連
携し、協力するネットワークを作ることが今
後の課題です。私どものように行政に対し中
立的立場にある民間支援団体は、今後ネット
ワークの要となり、潤滑油のような役割を果
たしていくことになると思っています。
　WNSは、被害者支援にふさわしい資質と資
格のあるボランティアを養成するために、全
１０課程の養成講座を定期的に実施しており、
昨年度修了生からは、新たに４人が活動に参
加しています。支援の輪は少しずつですが、
着実に地域に広がっています。また、昨年度
は共同募金配分金をいただき、ボランティア
養成や啓発活動に活用しました。地域福祉の
向上への大きな助けとなり、感謝しています。
　現在会員は女性が中心ですが、男性も活躍
されています。会社員・学生・主婦・弁護士
・臨床心理士ほか各方面の専門家も参加され、
ボランタリーに協力してくださっています。
活動に関心のある方はいつでも、誰でも歓迎
です。どうぞ気軽にお問い合わせください。
�０４５－６６３－７７８１（月・水・金の午後）
e-mail：wns@fmcjapan.com

「『女性と子どもの安全と自立』
　のために」

　ウィメンズネット・サポート（WNS）
　アドヴォケーター　根本真美子

求
め
る
あ
ま
り
無
理
を
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
次
第
に
、自
分
は
だ
め
な
人
間

だ
、脱
落
し
た
自
分
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
の

だ
と
思
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
方
々

は
、
日
々
、
埋
め
ら
れ
な
い
思
い
や
自

分
を
失
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
恐
怖
感
を

抱
き
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
状
態
で
あ
っ
て
も
ひ
き
こ
も
り
を
続

け
て
し
ま
う
の
は
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出

す
出
口
・
ス
テ
ッ
プ
が
見
つ
か
ら
な
い

か
ら
で
す
。
ひ
き
こ
も
り
は
、
そ
の
原

因
や
治
療
法
な
ど
を
考
え
る
こ
と
で
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
の
気
持
ち
に
添
う
こ
と
の
で
き

る
、
新
し
い
人
間
関
係
の
つ
な
が
り
を

作
り
出
せ
る
場
所
や
機
会
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
」

　

ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
や
支
援
に
向

け
必
要
な
事
柄
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
ひ
き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
問
題
。
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
や
地
域

社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
づ
く
り

②
ひ
き
こ
も
り
の
要
因
は
人
そ
れ
ぞ
れ

に
違
う
。
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
支
援

が
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
・
相
談
機

関
等
の
体
制
整
備
と
連
携
づ
く
り

③
人
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と

が
大
切
。
義
務
教
育
終
了
後
の
青
少
年

を
対
象
と
し
た
居
場
所
づ
く
り
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
就
労
体
験
な
ど
を

通
じ
た
社
会
参
加
の
機
会
づ
く
り

◆
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
リ
ロ
ー
ド

�　

－

　

－
２
６
２
０

０４５

４７０

理
解
し
つ
な
が
り
あ
う
た
め
に

※本人と共に又は本人に代わり説明すること、事務手続
きの手伝いなどを広範囲に行う活動

県内の「ひきこもり」に関する主な相談窓口
�名　称／URL

０４５－８２１－６０６０神奈川県精神保健福祉センター心の電話相談
１
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/１５/１５９０/

０４５－６８１－５５７０横浜市こころの健康相談センター
２

http://www.city.yokohama.jp/me/fukushi/shogai/sodan/sonota/kokoro.html
０４４－７８８－１５５１
（内３６２）川崎市精神保健福祉センター社会的ひきこもり相談

３
http://www.city.kawasaki.jp/３５/３５rehuku/home/rehukutop.htm

０４５－２４２－８２０１青少年サポートプラザ相談窓口
４
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/０２/０２３０/ssp/

０４５－６８１－５４６１横浜市青少年相談センター電話相談
５
http://www.city.yokohama.jp/me/kosodate/１３５２３.html

０４６６－８１－８５２１神奈川県立総合教育センター教育相談センター
６
http://www.edu－ctr.pref.kanagawa.jp/soudann/index.html

０４６６－８４－１６００神奈川県中央児童相談所７

０４５－３３１－５４７１横浜市中央児童相談所８

０４４－８７７－８１１１川崎市中央児童相談所９

※上記以外の地域にも児童相談所があります。また、県内の保健所、
　青少年相談センター等でも相談を受けています。

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

県内の「ひきこもり」を支援する市民グループ・ボランティア・セル
フヘルプ・グループ等の情報は…
　　 かながわボランティアセンター　�０４５－３１２－１１２１（代）
　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：kvc@jinsyakyo.or.jp

までお問合せください。



第６３１号　福祉タイムズ　２００４．６．１５　第三種郵便物認可 （１２）

日
本
初
の
盲
導
犬
訓
練
士
学
校
が
開
校
し
ま
し
た

�
日
本
盲
導
犬
協
会
付
設
盲
導
犬
訓
練
士
学
校（
横
浜
市
）

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：BCH１２０１１@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

�
日
本
盲
導
犬
協
会
付
設
盲
導
犬
訓
練
士
学
校

�　

－

　

－
１
５
９
５

０４５

５９０

�　

－

　

－

１
５
９
９

０４５

５９０

Ｕ
Ｒ
Ｌ　http://www.moudouken.net/

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
を
、
安
全

・
快
適
に
誘
導
す
る
「
盲
導
犬
」。
十

四
年
度
末
現
在
、
全
国
で
約
千
頭
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
盲
導
犬
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
推
定
七
千
八
百

人
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
盲
導
犬
の

育
成
は
早
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
頭
で
も
多
く
の
良
質
な

盲
導
犬
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
訓
練

士
を
養
成
す
る
「
�
日
本
盲
導
犬
協
会

付
設
盲
導
犬
訓
練
士
学
校
」（
以
下
、
訓

練
士
学
校
）の
学
務
長
の
若
月
さ
ん
に
、

学
校
生
活
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

盲
導
犬
を
求
め
る
多
く
の
方
の
た
め
に

　

訓
練
士
学
校
は
本
年
四
月
に
、
横
浜

市
港
北
区
の
�
日
本
盲
導
犬
協
会
神
奈

川
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
訓
練
士
に
な
る
に

は
、
盲
導
犬
訓
練
士
施
設
に
職
員
と
し

て
就
職
し
、
実
務
経
験
を
積
み
な
が
ら

知
識
を
習
得
し
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
全
国
に
九
カ
所

あ
る
訓
練
施
設
の
求
人
は
決
し
て
多
く

な
い
た
め
、
熱
意
が
あ
る
方
で
あ
っ
て

も
な
か
な
か
訓
練
士
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
就
職
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
日
々
の
業
務
や
犬

の
世
話
に
時
間
が
割
か
れ
て
し
ま
っ

て
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
視
覚
に
障
害
の

あ
る
方
を
理
解
す
る
た
め
の
知
識
を
習

得
す
る
機
会
が
得
ら
れ
に
く
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
反
省
を
生

か
し
て
訓
練
士
学
校
で
は
、
犬
に
関
す

る
知
識
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
や
社
会

福
祉
の
政
策
な
ど
幅
広
い
分
野
を
体
系

的
に
学
習
す
る
と
と
も
に
、
施
設
見
学

や
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
リ
ハ
ビ

リ
の
現
場
な
ど
で
の
実
習
を
行
い
、
育

成
し
た
盲
導
犬
が
ど
ん
な
人
に
、
ど
の

よ
う
に
役
立
っ
て
い
く
の
か
を
学
べ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
若
月
さ
ん
。

　

訓
練
士
学
校
で
は
、
基
礎
的
な
知
識

や
技
術
を
学
ぶ
「
基
礎
科
」
で
二
年
間
、

の
ち
一
年
間
の
「
専
修
科
」
を
経
て
、

協
会
が
認
定
す
る
「
盲
導
犬
訓
練
士
」

の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
本
年
度
の
学
生
募
集
に
は
、
わ
ず

か
一
カ
月
と
い
う
短
い
募
集
期
間
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
百
九
十
名
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
関
心
の
高
さ
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
合
格
し
た
十
名
の
学

生
と
と
も
に
良
い
学
校
づ
く
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。
視

覚
障
害
者
福
祉
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た

め
に
盲
導
犬
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
の
責
務
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
気
持
ち
に
添
う
こ

と
が
で
き
、『
こ
の
人
が
育
て
た
盲
導

犬
が
欲
し
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
訓
練
士
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

十
七
年
度
の
学
生
募
集
は
、
本
年
九

月
頃
か
ら
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
案
内
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

（
企
画
課
）

入所更生施設（藤沢市）

希望も新たに訓練士への道を歩みはじめた
１０名の学生と関係者の皆さん
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